
いわゆるContact Clause'・について

一定冠詞theの機能一

秋 山 庵 '然

0．0．Jespersenは次の（1）一（3）にお・けるような関係詞節（relative clause）を接触

                                     1
節（Contact Clause）とよんで，とくに関係詞に導かれる関係詞節と区別している。

 （1） He has found the key gbu lost ye'sterdag．'

 （2） This is the boy we spoke of．

 （3） There is a man below deants to speak to you．2

この関係詞節の特徴は，（i）関係詞に導かれない，（ii）節の前に休止（pause）をお

くことができない，（iii）つねに制限的（restrictive）である，（iv）節とそれに先行

するもの（つまり，先行詞とよばれるNP）とが意味の上で密接に触れ合っている，

ということ砺る『1

0．1．これを逆に言えば，（ii）一（iii）の条件が満たされてはじめて（i）の状態が表

出する，とも言えよう。したがって，たとえば（ii）の条件が満たされなくては

 （4）、？He has found the key一一一 （pause）φyou lost yesterday・

書かれたものではこのようなことはあり得ないし，また発話においても一休止の長

さにもよるが一you lost yesterdayが． the keyを先行詞とする関係詞節であると

理解される度合が減少することは確かである。休止がある時間的長さの限度を超えて

                               へしまえば，He has found the key・となり，この文はこれで完結したも、のとして理

解されよう。そしてこ②発話が「その鍵」が話題になうている場でなされればそれで

いいが，それ以外の（つまり，初めてkeyが出て来たような）情況で発話されたと

すると，幾分奇妙な発話となり，聞き手はその鍵の説明があるのを期待する，という

     4
ことになる。一方，関係節であるべきyou lost yesterdayの部分はlost の目的

語が不明で，これまた奇妙な発話に終る。結局，you lost yesterdayは関係詞節の

機能を果さない，ということになる。
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0。2， さて，本稿の目的とするところではないが，英語の関係（代名）詞を歴史的にさ

かのぼってみると一              ・

 インド・ヨーロッパ祖語（Proto-Indo-European）には関係代名詞は存在してい

ない。したがって，この語族の各国語はそれぞれの方法により関係代名詞を作り出し

たと考えられている。

 関係詞節は，最初はParataxis （co-ordination）の関係にあった二つの節の一つ

をHypotaxis （sqbordination）の関係にお・くところがら生じた。 たとえば前掲の

                  5
（3）がその典型的なものといわれている。その後，関係詞節を明示するために，th・at '

が使用されるようになった。Wh・relativesの方は，最初は不定の関係代名詞として使

用されていたが，次第に先行詞をとる今日の関係代名詞となったものである。what

はいまでも先行詞をとらない。

 したがって，学校文法においては接触節について，関係詞が省略されたものとして

説明が与えられるが歴史的にはこの説明は誤りであるということになる。

1． 変形文法では英語の関係詞節をどのように扱ってし｝るのだろうか・（5a）のよう  '

な構造を（5b）のような構造に変える変形，すなわち関係詞節変形（relative clause

formation）については，さまざまな分析が提出されているが，その一つは次に示す

           6
（6）のようなものである。

 （5） a・一一一一 ［Npthe book ［sl bought the book yesterday］ ］ 一一一一

    b・ 一一一 ［Npthe book ［s which 1 bought yesterday］ ］ 一一一

 （6）関係詞節変形（relative clause formation）「

    SD： X一 ［NpNP一 ［sX-NP-X］ ］k-X

    SC： 1   2   3 4 5   69旦匹一＞

       1 2 4十 ［3 ¢ 5］ 6

 この場合，主体文の中のNPと埋め込み文の中のNPが同一の音形をもち，同一

物を指すものであるという条件を満たさなければならない。，したがって，（・7）のよ

うな構造は，埋め込文（［she saw the hipPopotamus］）の中に主体文中のNP

（the man）をもってお・らず，この条件を満たさない。ゆえにこの深層構造は文法的

な表層構造に変形されることは不可能である。

 （7） the man ［she saw the hippopotamus］ adored peanuts

 関係代名詞は，もし当該のNPに［十human］という素性があれば， whoかthat
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いわめるContact Clauseについて一定冠詞theの機能一

1が選ばれ，もし当該のNPに［一h・man］の素i生があれば，頗かwhi・hが選ばn，

結果的には次の（8）のような選択を示すごとになる。

           who

（8，）The｛翻：乏篇rem・…d＿、

 もし当該のNPが前置詞の自的語であれば，前置詞はNPといっしょに移されて

も移されなくともよい。ただ，前置詞が移された場合には，whoの代りにwhomが

選ばれなければならず，thatは選ばれてはならない。また前置詞がいっしょに移さ

れたときには関係詞をφにすることはできない。て9）（10）はこれを素す。

 〈9）．She is the girl with whom we talked． ・

 （10）'“She is the girl'with ¢ we'talked．

                     7
したがってその選択は（11）（1，2）のようになる。

          who（m）

'（11）｛器㌘｛1識dat

          which

（12） （？．ab”1， ．att ．Whh，O．，Mh／l glariced

 そしてまたNPが関係詞節内め奴詞の目的語または前置詞の目的語になっている

ときには関係詞はφにな' 闢ｾる。しかし，NPが深層構造の主語から派生している

場合には，‘これをφにすることはできない。そして消去変形（deletion trans・一

formation）．はこの条件下で任意（optional）に適用される。 ○

噸

2．さて，本題の関係詞節と定冠詞theとの関係について，接触節の分布の類型別に

考察してみ弓ことにする。

 〈1＞ （Xm） the＋Noun＋¢ ［Relative Clause］ （4X，）

 （13）（一1） He 'found the key ¢' you lost yesterday．

 （14） ' The film ¢'1 saw last week was excellent．

 ．（15） ．They should repent the inoney ¢ they spent．

 （13）一（15）などがこの型に属し，この名詞のほとんどが関係詞節内の動詞の目的
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語となるものである。学校文法でも「関係詞節などにより意味が限定される場合」の

定冠詞theの用法として挙げられるものである。たとえば，（14）は

 （16） 1 saw a film．

 （17） The film was excellent．

から派生し、関係詞節変形の結果（14）になったと考えられる。明らかに関係詞節が

あるゆえにthe filmとなったものである。このように関係詞節を伴えば名詞の前で

は定冠詞theが使用される。・

したがって，その場において初めてthe十名詞が発話の中に現われると，そのthe

は直後にその名詞を修飾するものがくることを暗示する機能をもつと言ってよい。そ

して英語の関係詞節構造は必ず不完全構造になっているので，つまり名詞が関係詞節

の動詞の自的語になっている場合は関係詞節内には目的語になっている名詞が存在しな

いので，このことがφ関係詞節でその関係詞節を追認知する要素になっている。旧き

手側に関係詞節が認知される過程は（18）のようになろう。

2詞・

 （18） The film ¢ 1 saw last week一一一一

     Lヨ1トノ』一→

 この型にはまた関係詞節によって修飾される名詞が関係詞節内の．（今述べたような

動詞の目的語ではなくて）前置詞の目的語になっているものもある。

 （19） The man ¢ we spoke of died・yesterday．

 '（20）． The books ¢ 1 am most interested in are books on linguistics．

theを伴って名詞が現われると，そのtheは直後に何かその名詞を修飾するものが

存在することを暗示するらしいことがわかったが，さらに（19）（20）のように関係

詞節内に先行詞の名詞を目的語にとる前置詞があると，先行詞が関係詞節の動詞の目

的語である場合よりさらに関係詞節構造内の不完全さ，不安定さが高められていいか

えれば前置詞の目的語が前者の場合のそれよりさらに強く求められることになる。

 このことに関連して日本語の関係詞節化についてみる。日本語の関係詞節構造は，

（英語めそれが「右枝分れ」であるのに対して）．「左枝分れ」であり，関係詞節化は

基本的には格助詞の「は」が「が」に変化し，音調を下げないという特徴をもつのみ

                      8
で，英語の関係代名詞に相当するものは存在しない。

（ 168 ）



いわゆるContact Clauseについて一定冠詞theの機能一

 （21）a・私蛙少女に会った。

   b・［私蚕あった］少女

 （22）a．私は週刊誌を読んだ。

   b．［私が読んだ］週刊誌

（14）の関係詞節を含む［NPthe film［sI saw last week］］に相当する日本語の

関係詞節構造は（23）のようになる。

 （23）
        NP

     S  映画

   私が先週見た     ．
   （は）

とにかく関係詞節の前にも後にも関係詞節を明示するものは何も存在しない。この意

味では，臼本語における関係詞節はすべてここで問題にしている接触節といってよか

ろう。また日本語の場合，英語の関係詞節に前置詞が現われるような場合でも，多く

ほその前置詞に対鴨るものは存在しない9たとえば，

 （24）a．彼は肉をこのナイフで切った。

    b：これは（が）［彼が肉を切った］ナイフです。

    c．， This is the knife with which he cut the meat．'

    d． This is the ・knife ¢ he cut the meat with．

    e．＊これは［彼がそれで肉を切った］チィフです。

：（24a）．から「ナイフ」をヘッド（head）にして（英語におけるそれに統一して先行；

詞と考えてもいい寿，日本語の場合は後行詞とも言うべき位置にある），関係詞節

化すると （24b）になり， （24e）（とはならない。

 ところが，日本語でも方向，起点，到達点，対象などを示すものが含まれるときに

は，関係詞化してもそれが現われてくることがある。たとえば，

 （25）a．彼は会社から電話をかけた。

    b．？［彼が電話をかけた］会社

    c．［彼がそこから電話をかけた］会社

のようになる。つまり，（25b）では［NP［s彼がその会社から電話をかけた］その会
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社］であるのか，，［NP［s彼がその会社望電話をかけた］その会社］であるのかあいま

いになる。また久野（1973）によれば10躰語の関係詞節には，関係代名詞化され々

はずあ名詞が代名詞のカタチで残されることがある。たとえば，・

英語では（26）に対応する構文は三文法的である。

 （27） the guest thαt I have forg6tten

                        セ             his name                          '
            ｛，㎞＿＿伽＿．

 さて，，戻って英語の関係詞節内に先行詞を目的語とする前置詞が南る場合にはそれ

Lヒよる追認知の機能が高められるから（18）と同様にして図示すれば（28）のように

なろう。．

（28）

@32「7］
The man s6 N'we spoke ofA一一一

工＿Al

〈2＞ lt is ＋ the ＋ Noun ＋ ¢ ［Reiative Clause］．

 これはいわゆる強調構文あるいは強意構文とよばれている構文形式であって，

It is一一一that一一一がその典型的な形式であるが，・この変形形式とyて，．Itの部分が

That・This・Thes£になる形式が南る。またthatの部分がwho・whichをとるこ

ともある。まとめると（29）のようになる。

四翻｛恥ト岬翫ド

｛that／who／which）が｛φ｝になるとき，これは接触節である。ここでは先行詞

が関係詞節の動詞または前置詞の目的語である場合と，先行詞が関係詞節の主語とな

る場合とがある。前者についてはく1＞で説明されるので省略する。ここでは後者に
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“

い1
墲艪驍bontact Clause1について二定冠詞theの機能一

1ついて考察する。

 この形式は要するに強めたいと思う名詞（句や節のこともある）をit is一一一that

の間にはさみこむ形式である。したがってJespersenの言うように，これは一種の

外位置（Extraposition）であって，

      ［Extraposition］
  （'30） ［itri'gi-IITiils］i［that］一｛｝i．L1g！2！｛to biame・

・からわかるように1はam to blameに直結している。［It is］と［that］は1・am

to blameに対して外位置の関係にある。いまこのthatがφであ，るわけであるから，

  （31） lt is 1 am to blame．

      Si S2

S、，S2のもつそれぞれの意味内容からすれば，直前に明示的にitの指示するも

のがなければ（そしてここではこの場合を除外すると仮定しているわけであるから'），

S、は．ほとんど意味内容をもたず，当然』S、＜S2ということになる。したがって，

聞き手法からしても（31）のような文，つまり．（29）の形式に含まれるすべての文は

S2が関係詞が存在しない結果，かえって全く普通の辛となっており，関係詞節を明

示する関係詞が存在しないことによる不利益はないことになる。

 なお，この形式ではthat（who／which）がしばしばφになるほか，．ときには文

頭のIt（That／Th is／These）までも除かれてしまうことがある。しかし， It is 、

もthatも・な，くなってしまってはこの構文形式の特性を失ってしまうので，両方ゐ洞

時に除かれる．ことはなや・・（32）は文頭の［These／Th・s6 are］が除かれたものと考

えられるが，thatは現われている例である。

  （32） The hawks， he thought， that come out to 'seat to meet them．11

  （33） ［These／ Those are］ the hawks （，he thought，） that come out to

    seat to meet them． '

〈3＞ There is 十 a／an 十 Noun 十 ¢ ［Relative Clause］

 k34） Th'ere is a man below ¢ wants to speak to you．

                                    廻 （35） There is a willow ¢ grdws aslant a brook．

．上の（34）（35）などがこb型に属する。〈1＞で直後に関係詞節を従えると，その名詞
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は定冠詞theをとることを述べた。ここでは：名詞が関係詞節の主語となるこ．とが多い

のであるが，なぜtheをとらないのであろうか。それはThere is構文の特異性に

よるものと思われる。つまり，中島（1961）も言うように，文頭のthereは意味内
                                   '12
容のない形式語で強勢をもたず，isと一緒になって［Ooriz／60z］と発音される。

そしてたとえば（35）について言えば，willowがはじめて知覚された．とき，それを

                   13
承認するという単純判断にすぎないのである。 〈2＞の（31）と同様に（35）は

 （36） There is a willow grows aslant a brookL

       Si S2 ． ' ．．
ということになる。S、のThere isは実質的な意味をもたないのであるから，意味

内容的には当然S、〈S2となり，かつ関係詞がφであるから，

 （37） （There is） a willow ¢ grows aslant a brook．

               S2

となり，S2が主体文のように知覚され，きわめて容易に理解される結果となる。こ

こにおいてもく2＞と同様に，関係詞が存在しないごとによる文理解上の支障は生じ

ない。そして， There is構文は，何か知覚の対象をはじめてもち出すときに用いら

                           14
れる表現形式であるから当然冠詞も不定冠詞をとることになる。

 ThereとItがともに形式語であるζとは古い英語でThere isの代わりにIt
               15
isが用いられたことからもわかる。

 とこちが，Perlmutterが指i卜しているように， There is構i文においても次のよ

うな現象が生ずる。

 （38） a． ln England there was never a problem．

    b．＊ ln England there was never the problem．

    c． lh England there was never the problem that there was in

     America．

つまり，今述べたように，there is構文ではふつう不定冠詞（α／αn）だけが現われ，

（38b）のように定冠詞（the）は現われないのであるが，（38c）のようにprdblem

                        16
の後に関係詞節を従えると定冠詞が現われることがある。だとすると，このtheは
 '

〈1＞で述べたように，後に関係詞節が存在することをimplyする重大な要素であ

ることを証明して'いる。また関係詞がφの場合に・ （38c）のthαtは削除するこ
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いわゆるContact Clauseについて一定冠詞theの機能一，

とが可能である一theの機能の重要性をさらに保証するものである。

〈4＞ Here is 十 a／an 十 Noun 十 ¢［Relative Clause］

 （39） Here is a lady ¢ wants to know you．

（39）などがく4＞の型の例であるが，Here is構文はまったく＜3＞のThere is

構文に準ずるので省略する。

 Curmは

 （40） Here is the book ¢ you lent me．

において，このtheは（関係詞）節'を主命題（principal proposition）に結びつけ

'る連結詞であると言い，Jespers6nはこの意見に対して，それでは

 （41）・There are people he dislikes．

にはそのような連結詞ばないと、・うのか，と反論しているバC。。m・の意見もC。n．

nectiveという用語の良し悪しは別として， theには今まで述べてきたように後に関

係詞節の存在を暗示する重大な機能があることを考えれば，あながち不当であるとは

言えない。（41）はThere is構文の特異性とpeopleという名詞の特性，そして

 〈1＞で述べた関係詞節構造の不完全さがもつ追認知の機能により説明されよう。

3．結 語

 以上の考察から次の結論が得られよう。    ・

 （1）関係詞節によって修飾される名詞には必ず定冠詞theが現われる。したがっ

て，i接触節においてはtheがその直後の関係詞節の存在をimplyする高度の機能

をもつ，Onlyなどの強意語はその機能を補強する。

 （2）関係詞節構造の不完全さが関係詞節を追認知する。、その場合，先行詞が関係詞

飾内の動詞の目的語であるときより前置詞め目的語であるときの方が，より追認知機・

・能が高いと考えられる。

 （3）There is／Here is構文ではふつう定冠詞theは現われないが，これはこの

構文の特異性により，説明される。またこの構文でも（1）の規制にしたがって定冠

詞が現わ' 黷ﾄくることもある。

 このほか，二重制限の関係詞節，関係詞節の意昧内容と定冠詞との関係などについ
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ては稿を改めたい。

 Notes：

 1．JesPersen（1909-49）（Part皿1）p．132．ちなみに， Curmはこれを非連辞

  的関係構文（Asγndetic Relative Construction）とよび，非制限用法のあること

  も認めて（》る。（Curm（1931）p．233）

 2． （1）一（3） Loc． cit．i

 3． Loc． cit．

 4．He found the key．だけで発話・文が完結しても何ら不自然でない場合，つま

  り直前にthe heyが明示的に示されている場合は除外する。一

．5・Ichikawa and others（1940；増補1954）， Ishibashi and others．（1973）， etc．

  この構造はよく，本来はギリシャ語文法の用語であるapo coinou（共有構文）で

 'で説明され'る。つまり，          、

  （3） There is・a man below wants to speak to you．

     a． There is a man below．

                                     s
     b． A man below wants to speak to you．

  a．とb．はそれぞれ同一語句（αmαnbelow）を共有している。そして（3）は

  a．とb．の中間にあって，二度表わすべきものを一度ですませたものとして説明さ

  れる。

 6． Kajita （1974） p． 335．

7．．（．8）（11） （12） Quirk ＆［ Greenbau'm （1973） p． ．381． '

 8．もっとも，きわめて直訳調・翻訳調の日本語では，関係調節とそれによって修飾

  される名詞との間に．「ところの」という関係詞に相当するものが使用されることは

  あるが，これは一般的でなく，かっ，

  （a）我々が栄しているところの自由

  は英語に直訳すると，

  （b） libertyi・（which） is the thing （place） （which） we love

                  （ 174 ）



いわゆるContact Clauseについて1一定冠詞theの機能一

 となり，「結局構文法上「我々が愛している」が修飾しているのは』「自由」ではなく

 て，「ところ」である。したがって，「我々が愛している」は，関係代名詞の介在

 なしに，名詞「とこ．ろ」を修飾していることになり，直訳調・翻訳調の日本語でも

 構文法上関係代名詞と呼び得る形式がないと言える。

』9．（24）（25）秋山「日本語の関係（詞）節化における動詞b削除について」朱発表資

 料。

10． Kuno， op． cit．， pp．150-151．

11．E． Hemingway， The Old Mαn and the Sea．樋口日出雄氏の御指摘による。

12．Thereは「そこに（へ，で）」の意味のときは［麗。］と発音され， There is   ．

 （There／s'）一一一のときの［60riz／6ez］と区別される。

13． Nakajima （1961） p．126．．

14。名詞が文脈または場によって限定．きれるときには，定冠詞をとることもある。

  But there was the baby． ／ There's the rubr （Kanaguchi （1970）p．96．）

15． Hit arn aboute on this bench bot berdles chylder． （There are about

・nthi・b・・n・h・nl・bg・・dless childre・・）一Si・ G・way・ ・nd．th・ Gre'ne

 Knyght， 1． 280． （Nakajima， op． cit．・， pp． i27-128．）

16一 Perlpautter （1970）．，

17． Jespersen． op． cit．， p．153．
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